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ステッ
プ ジャン

プ！
ホップ★ ★

ひよこ

生
活
習
慣
病
が
悪
化
す
る
前
に
な
ん
と
か
し
た
い
！

予
防
こ
そ
、
保
健
師
の
強
み
で
あ
り
魅
力

大
谷 

福
さ
ん
●
大
船
渡
市
生
活
福
祉
部 

健
康
推
進
課

お
お
た
に
・
ふ
く

文：編集部　写真：神保　誠平成30年3月に竣工した防災観光交流センターの前で
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│
遠
位
型
ミ
オ
パ
チ
ー
と
は
、
ど
の
よ
う
な
疾
患

で
す
か
？ 

ま
た
、
織
田
さ
ん
が
発
症
さ
れ
た
経

緯
は
？

織
田　

手
足
の
筋
肉
か
ら
萎
縮
が
始
ま
り
、
徐
々

に
進
行
し
て
歩
く
こ
と
も
立
ち
上
が
る
こ
と
も
で

き
な
く
な
り
ま
す
。
や
が
て
は
、
寝
た
き
り
に
な

る
の
を
覚
悟
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
難
病
で
す
。

　

私
の
場
合
は
、
20
歳
こ
ろ
か
ら
足
元
が
お
ぼ
つ

か
な
い
、
階
段
を
駆
け
上
が
れ
な
い
、
走
れ
な
い

と
い
っ
た
症
状
が
現
れ
始
め
ま
し
た
。
し
ば
ら
く

は
、
騙
し
騙
し
生
活
し
て
い
ま
し
た
が
、
22
歳
の

と
き
に
検
査
を
受
け
、
こ
の
病
気
だ
と
診
断
さ
れ

た
の
で
す
。

│
か
な
り
の
希
少
疾
病
だ
そ
う
で
す
ね
。

織
田　

同
病
者
は
国
内
に
数
百
人
し
か
い
ま
せ

ん
。
私
が
診
断
さ
れ
た
と
き
に
は
、
あ
ま
り
に
も

希
少
な
の
で
、
主
治
医
か
ら
「
同
病
者
と
出
会
う

こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
」と
言
わ
れ
た
ほ
ど
で
す
。

　

あ
る
日
、主
治
医
か
ら
「
早
く
結
婚
し
な
い
と
、

将
来
出
産
が
難
し
く
な
る
よ
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
を

受
け
ま
し
た
。
当
時
、
私
は
大
学
時
代
に
出
会
っ

た
彼
（
現
在
の
夫
・
洋
一
さ
ん
）
が
い
て
、
25
歳

で
結
婚
し
、
1
年
後
に
息
子
を
出
産
し
ま
し
た
。

│
患
者
会
の
活
動
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
き
っ
か

け
は
？

織
田 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ブ
ロ
グ
な
ど
を
通
じ

て
同
病
の
方
た
ち
と
知
り
合
い
、
自
分
た
ち
に
何

か
で
き
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
い
う
話
に
な

り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
２
０
０
８
（
平
成
20
）
年

に
「
Ｐ
Ａ
Ｄ
Ｍ
（
遠
位
型
ミ
オ
パ
チ
ー
患
者
会
）」

が
発
足
し
、
私
も
運
営
委
員
と
し
て
携
わ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
病
気
は
治
療
法
や
治
療
薬
が
な
く
て
、
た

だ
進
行
す
る
だ
け
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
あ

る
と
き
日
本
で
研
究
を
進
め
て
い
た
グ
ル
ー
プ

●ピープル ●

　

22
歳
の
と
き
に
、「
遠
位
型
ミ
オ
パ
チ
ー
」
と
い
う
進
行
性
の
筋
疾
患
と
診
断
さ
れ
た
織
田
友
理
子
さ
ん
。

　

希
少
疾
病
を
抱
え
な
が
ら
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｐ
Ａ
Ｄ
Ｍ
（
遠
位
型
ミ
オ
パ
チ
ー
患
者
会
）
代
表
、バ
リ
ア
フ
リ
ー
情
報
動
画
「
車

椅
子
ウ
ォ
ー
カ
ー
」
の
配
信
、「W

heeLog !

『
み
ん
な
で
つ
く
る
バ
リ
ア
フ
リ
ー
マ
ッ
プ
』」
の
開
発
、
国
内
外
で
の
講
演
な

ど
日
々
精
力
的
に
活
動
し
て
い
る
。
そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
ソ
ー
ス
と
社
会
へ
の
希
望
や
期
待
に
つ
い
て
話
し
て
い
た
だ
い
た
。

望
み
は
捨
て
な
い
！  

遠
位
型
ミ
オ
パ
チ
ー
患
者
会
活
動
の
10
年
と
こ
れ
か
ら
を
語
る

◉ 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｐ
Ａ
Ｄ
Ｍ
（
遠
位
型
ミ
オ
パ
チ
ー

患
者
会
）
代
表

　

一
般
社
団
法
人W

heeLog

　

代
表
理
事

　

車
椅
子
ウ
ォ
ー
カ
ー　
代
表

● 

聞
き
手 

…
…
…
… 

白
井
美
樹
（
ラ
イ
タ
ー
）

織
田
友
理

さ
ん

子
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ひ
き
こ
も
り
の
平
均
年
齢
は
年
々
上
昇
し
て
い
る
。
初

発
年
齢
の
上
昇
や
若
い
こ
ろ
に
ひ
き
こ
も
っ
た
人
の
高
齢

化
に
加
え
、離
職
後
に
再
就
職
で
き
な
い
人
た
ち
が
増
え
、

新
た
な
層
と
な
っ
て
い
る
か
ら
だ
。
年
金
生
活
を
送
る
高

齢
の
親
が
50
歳
を
超
え
た
当
事
者
の
面
倒
を
み
る
な
ど
、

将
来
の
見
通
し
が
立
た
な
い
ケ
ー
ス
も
増
え
て
い
る
。
一

方
で
、
ひ
き
こ
も
り
地
域
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置
を
は
じ

め
、
自
立
に
向
け
た
支
援
制
度
の
創
設
、
地
域
で
の
居
場

所
づ
く
り
な
ど
、
行
政
の
施
策
や
親
の
会
な
ど
の
民
間
団

体
に
よ
る
支
援
環
境
が
整
い
つ
つ
あ
る
。
長
期
に
わ
た
る

ほ
ど
社
会
復
帰
が
難
し
く
な
る
ひ
き
こ
も
り
は
早
期
発

見
・
早
期
支
援
が
求
め
ら
れ
る
。

適
切
な
支
援
を
始
め
る
に
は
、

保
健
師
な
ど
の
専
門
職
に
よ

る
ア
セ
ス
メ
ン
ト
が
ポ
イ
ン

ト
だ
。

　

今
月
号
で
は
、
高
齢
化
が
進

む
ひ
き
こ
も
り
に
つ
い
て
、
現

状
と
課
題
、
脱
出
に
向
け
た
各

地
の
取
り
組
み
を
ま
と
め
る
と
と

も
に
、
保
健
師
が
担
う
べ
き
役
割

に
つ
い
て
触
れ
る
。

特 集

高齢化する
ひきこもり



11 地域保健  2018.11

12 ひきこもりの現状と課題
◎斎藤 環（筑波大学大学院）

16 ひきこもりにおける 8050問題
◎川北 稔（愛知教育大学）

20 ひきこもりの支援で保健師に求められること
◎目良宣子（山陽学園大学）

30 親の会として保健師に期待すること
◎田口ゆりえ（特定非営利活動法人 KHJ 全国ひきこもり家族会連合会）

42 民間支援団体と行政がチームとして支援　─京都府のひきこもり支援の取り組み
◎金森正明（京都府脱ひきこもり支援センター）

47「ひきこもり家族教室」で息の長い支援を　─東京都板橋区の取り組み
◎義本伸子（板橋区保健所）、柿爪茉南（同）

26 ひきこもりの評価尺度 sSOFASの活用
◎目良宣子（山陽学園大学）

36 ４つの事業で長期化・重症化を予防　─岐阜県ひきこもり地域支援センターの取り組み
◎安田照美（岐阜県精神保健福祉センター）

52 人口７万人の基礎自治体が独自に開設した総社市
ひきこもり支援センター「ワンタッチ」

◎中井俊雄（社会福祉法人 総社市社会福祉協議会）

57 地域の人と自然に交流できる場づくり
◎菊池まゆみ（社会福祉法人 藤里町社会福祉協議会）
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刑務所と地域との連携　保健師は健康課題を担えるか
～女性受刑者の問題を中心に～

特 集

◉総論　社会を映す女子刑務所～求められる司法と地域の連携～
　　　　　堂本暁子（女子刑務所のあり方研究委員会委員長、元千葉県知事）

◉女性特有の健康問題に向き合う①　摂食障害への対応
　　　　　鈴木眞理（政策研究大学院大学 保健管理センター）

◉女性特有の健康問題に向き合う②　性差医療の必要性
　　　　　天野惠子（一般財団法人野中東皓会 静風荘病院）

◉女性特有の健康問題に向き合う③　刑務所の中の母子保健
　　　　　西田麻衣子（法務省矯正局総務課更生支援室）

◉取材ルポ　栃木女子刑務所の現場から　編集部

◉刑務所内の結核予防　保健所保健師へのヒアリングから示す現状と課題
　　　　　川崎涼子（大分県立看護科学大学 広域看護学講座地域看護学研究室）

◉薬物・アルコール依存対応　保健所・民間・定着支援センターとの連携
　　　　　大西真由美（長崎大学大学院医歯薬学総合研究科）

◉鼎談　更生支援に求められる保健・福祉の視点
〈出席者〉堂本暁子さん（女子刑務所のあり方研究委員会委員長、元千葉県知事）
　　　　　村木厚子さん（津田塾大学客員教授、元厚生労働事務次官）
　　　　　名執雅子さん（法務省矯正局長）

長田菜摘さん（穴水町 健康推進課）ひよこ、ホップ、ステップ、ジャンプ！

三宅晶子さん（株式会社ヒューマン・コメディ代表取締役）ピープル
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2017 年 9 月号
特集1「医療的ケア児を支援する」
医療的ケア児の抱える問題や国の施策について解説す
るほか、自治体の保健師の役割について事例を中心に
紹介する。

特集 2「乳幼児の予防接種へのサポート 」
意外と受け忘れや誤接種が多いのが予防接種。啓発の
重要性を説くとともに、自治体の取り組み事例を紹介。
ロタウイルス感染症の最新情報も。

2017 年 11 月号
座談会「第三期の特定健診・保健指導に備える　
　　　　PART1」
直営で市町村国保の特定保健指導実施率の目標を達成
した 2市の保健師が出席。保健指導実施率を高めた
と秘けつと今後の課題を聞く。

特集「多職種で取り組む災害時の食支援 」
避難所で配られる食事は高齢者などには向いていない
ものも多くある。災害食支援の専門家が立場からアド
バイス。

2018 年 3 月号
特集「 子どもの貧困と健康問題」
生活困窮家庭の子どもは虫歯や肥満など健康への悪影
響が出ている。現状報告とともに対策に動き出した自
治体の事例などを取り上げる。

2018 年 5 月号
特集「 自殺総合対策を効果的に進めるために

  ～ 自殺総合対策のポイントと実効性ある展開を
目指して～」

自殺対策を効果的なものにするためのポイントと地域
自殺対策推進センターの役割、既に自殺対策計画作成
に着手している事例などを紹介する。

2018 年 7 月号
特集「 母子保健と虐待予防の一体的な取り組

みに向けて
  ～ 子育て世代包括支援センターと市区町村子ど
も家庭総合支援拠点～」

子育て世代包括支援センターと支援拠点の整備状況お
よび、それらの一体的な運営に向けて動き出した先進
事例を紹介する。

2018 年 9 月号
特集「 爆走するデータヘルス改革

  ～  2020 年から始まるデータヘルス時代と保健
師の仕事～」

2020 年に本格稼動を目指すデータヘルス改革につい
て解説。識者による「鼎談」では同改革が保健師の仕
事に与える影響について展望する。

◉年6回、隔月〔奇数月〕1日発行
◉Ｂ5判、総100頁（本文96頁、表紙4頁）
◉価　格 1冊あたり　1,480円（税込）、送料151円
 年間購読　　《公費前納および個人》7,990円（税込、送料弊社負担）
 年間購読　　《公費後納》8,878円（税込、送料弊社負担）
 ※書店の方は下記にお問い合わせください。

　電話　03-5977-0300　FAX  03-5977-0385　ウェブ　http://www.tkhs.co.jp
お申し込み

お申し込みは

2018 年 1 月号
　　　　「精神障害にも対応した地域包括ケア
　　　 システムに保健師はどう関わるか」
保健師の関わりを中心に、地域包括ケアの本来のあり
方について、精神科医と保健師が意見を交わす。

　　　　「第三期の特定健診・保健指導に備える
　　　 PART2　～アウトソーシングに着目して～ 」
特定健診・保健指導でアウトソーシングにより効果を
出すコツを話し合う。

新春
座談会1

新春
座談会2
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災害後も健やかな人生を送るための避難所づくりの要点がわかる！
避難所運営にかかわる自治体関係者、ボランティア団体、すべての人に役立つ必携本

１  ガイドライン
２  トイレ
３  衛生
４  肺炎
５  母子
６  福祉避難所
７  エコノミークラス症候群
８  弾性ストッキング
９  テント

10  段ボールベッド
11  布団干し
12  寒冷期
13  人間関係
14  食事
15  集約と移動
16  在宅被災者
17  生活再建と法制度
18  海外の避難所
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災害の巨大化の中で、
避難所のあり方が厳しく問われている。

本書は、避難環境の改善と、
被災者の自立に向けての

強いメッセージになるに違いない。
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避難所づくりに活かす
 の視点18

いのちと健康を守る
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